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である。 1 人の医師による面接質問方式で約200項目調査し， 35項目の食品摂取状況についてのみ自記
表 1 年齢群別にみた比較患者・対照研究の対象者数(人)
胃がん群 結腸がん群 直腸がん群 対照群
年齢(歳) 男 女 男 女 男 女 男 女
40---55 29 17 1 5 10 10 57 33 
56--70 30 17 16 10 15 16 54 42 
企仁1』 計 59 34 27 15 25 26 111 75 
平均年齢 55.2 55.4 55.9 55.8 55.8 57.4 55.0 56.2 
-200 一
式のアンケート方式を採用した。調査期間は1981年 3 月から 1984年 3 月までの 3 年間。今回の分析対象






















胃がん (R R) 結腸がん (R R) 直腸がん (R R) 
米 飯 毎 回 +++ (1.8) (0.7) (1.0) 
濃い塩味を好む 十++ (2.6) 十 (1.6) 十 (1.8) 
草月 ノマ ン 食 (0.6) 十十十 (2.0) (0.6) 
油濃い味を好む (0.9) + (1.9) (0.6) 
熱いものを好む (1.3) + (1.7) +++ (3.5) 
よくかまない習慣 + (1.7) + (1.5) +++ (2.2) 
喫 煙 習 d慣 十十 (2.0) (0.6) (1.1) 
飲 酒 習 慣 (0.7) (0.7) (0.6) 
十++ R R>><(相2105  7 対危険度) >1.5, P<0.05 十十 :  
+ : RR 
:RR 
201-
た。今回の調査の問題点は対照群に消化器疾患(特に胃疾患)の患者が多かったことにあり，そのため
胃がんの危険要因は希釈された可能性が強い。しかし本研究によりそれぞれのがん患者群の特徴がいく
つか明らかにされた。今後胃がん大腸がんのみならずそれらと同様の増減傾向を示す他部位のがんも
含めて本研究をさらに発展させていきたい。
論文の審査結果の要旨
近年，本邦では胃がんが減少してきたものの大腸がんは逆に増加傾向を示しているo この現象は戦後
の日本人の食生活様式の欧米化傾向に関連して起こっていることが記述疫学的研究結果より示唆されて
いる。
本研究は分析疫学的研究手法(患者・対照研究)を用いて胃がん，大腸がんの患者群と非がん患者群
の食習慣を同時比較することにより，両がん患者群の食生活様式の特徴を明らかにしたもので，将来本
邦で増減しつつあるがんの同時予防対策を検討していく上において，意義深い研究と考えるO
ワ臼? ?
